
指定文化財：解説シート

げん　きゅう　えん 

名勝 �玄　宮　園 

玄宮園は、隣接する楽々園ととも

に江戸時代には「槻御殿」と呼ばれ

た彦根藩の軍産鼓です。槻御殿は、

延宝5年（1677）、4代井伊直興に

より造営が始まり、同7年に完成し

たと伝え、昭和26年には国の名勝

に指定されています。現在は、槻御

殿の庭園部分を玄宮園、建物部分を

楽々園と称しています。

玄宮園の名は、中国の宮廷に付属

した庭園を「玄宮」と言ったことか

ら命名されたと考えられます。庭園

を見渡す好所に建てられた最善産建

築である「ハ景亭」の名から、一説

に中国の窟蘭汽崇または近江ハ景
臨池闇と鳳翔台

を取り入れて作庭されたとも伝えますが、江戸時代に描かれた「玄宮園図」にハ景亭の名

はなく「臨池閣」と呼んでいたようです。そのほか玄宮園園には備闇搭」億魔窟」「窟

畝敵機鶴鷲」「昔風軌「墓藍肖撃」庵壷凱「蒸響凱悩詰乱の十票がイ葺億によっ
て示されており、当時「玄宮園十勝」と呼ばれていたことが確認されています。

玄宮園は、広大な池水を中心に池中の島や入江に架かる9つの橋などにより、変化に富

んだ箇造岩庭園となっています。池の水は、城下町の湧水の豊富な外堀からサイフォンの

原理により導水して供給し、小島の岩間から水を落として滝に仕立てていました。池には

船小屋があり、園内で風流

に舟遊びの一興を催すこと

もありました。また、松原

内湖に面した庭園の北側に

は水門が開き、大洞の

第誉実垂や墓誌毒の嵩誤等
．籠護等への参詣あるいは

松原のもう1つの下屋敷で

あるお浜御殿への御成りに

は、そこから繭戯告で出向

いたようです。
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